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くメンバー>

…曇ヨだ詈尋曇菫I着鼈墓:J議[勇露妻奎勇晏ラ尋壽尋尋量′ヂ妻量:露塁署型羹馨峯瞥す||員(ファンドの出資者)である。

<ボ ードミーティングの期日について>

四半期1こ1回を予定している。全員が揃わない場合、持ち回りの形態(CPが個別のポードメン
バーに説明する)で開催する。‐
ただし、GPとして下記30又 は④の判断を仰ぐ必要がある場合は、適宜開催する。
第1回は、イ月中～下旬とする。

くボードの役割>

①ファンドの投資対象やパフォーマンスに関する議論及び監視(LP契約3Ю4(b))

②投資先の経営改善策についての助言(LP契約3.04(b))

③G)が行う可能性のある莉益相反行為について禁止又は容認すること(LP契約3.04(b),
3.02)

④GPの主要人物が退社する場合、ファンド継続の可否について判断すること(LP契約3.04
(b),9Ю 2)
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